いた 一時期 を もっている。 人生に ついて、 社会の 歴史 

の 動きに ついて 知らされなかった 時期 は、 文学に つい 

て もまた 知らされ なか つ た 多くの ことの ある 時期で 

あつたの だと 思う。 

いわば 茫然と して 新しい 文学と いう、 その 新し ささ 

え 明確に はっかめ ないような 今日の 文学の 世界のと こ 

ろ どころ に、 がんこに、 屹 立して、 世界観 その他の 問 

題が 脈絡な く 突立って いるよう にも 見え はしない だろ 

ク ゝ o 

う 力 

去年から 民主的な 文学の 翹 望が 語られ、 人間性の 再 

誕が よろこび を もってい われ はじめた とき、 これらの 



の は、 一九二 八 年 ころの ことであった。 プロレタリア 

文学 は、 その 発生の 本質に おいて、 そもそも 既成の ブ 

ル ジョァ 文学の なかでの 一流 派ではなかった。 その 時 

分 出現した 新 感覚 派と 称する 流派と 並んで ブル ジョァ 

文学の 伝統と その 流転の はてに 咲きいで た 新種の はや 

りではなかった。 文学のう まれる 母胎と しての 社会の 

階層. 階級 を、 勤労す るより 多数の 人々 の 群のう ちに 

見いだ し、 社会の 発展の 現実の 推進力 を それらの 勤労 

階級が 掌握して いると ぉリ、 未来の 文化 発展 も、 そこ 

に 大きい 決定的な 可能と して 潜在して いる こと を 理解 

したので あった。 世界の プロレタリア 文学 運動 は、 世 



うけとられず、 文学の 外から 押し よせてき て、 文学に 

ゎリ 込んで きた ものの ように うけとられた 傾きが ある _ 

一 部から 侵入者と 見られた。 それほど、 日本の 旧来の 

文学者た ち は、 自身の 文学の 限界に ついて 自覚が な 

かった。 いいかえれば 自身 発展の 意欲 を 欠いて いた。 

したが つ て 保守たら ざる をえない。 

一九 三 二 年に、 国際情勢 に関する 国際的な 研究 結論 

が 発表され た。 それによ つて、 日本の ブル ジョァ 革命 

は 未完成で ある ことが 結論され た。 天皇制 支配、 土地 

関係 その他 封建的 資本主義の 国で ある 日本 は、 明治 維 

新に おいて、 ブル ジョァ 民主主義 を 確立し えてい ない 



ことが 明瞭に 示された のであった。 

この 三 二 年に、 日本 はみ ずからの 社会 を そのような 

ものと して 客観的に 見いだ したと 同時に、 ソヴ エトの 

第 一 次 五 力 年 計画に よ つ て 自然 ひき 出されて きた 社会 

主義 的 リアリズムの 問題 を うけとった。 さらに、 この 

年の 春、 日本の 急進的 文化 団体への 大規模の 暴圧が あ 

り、 治安維持法 は 政党 以外の 大衆 的な 団体 も 同列に 罰 

する Y とに な つ た。 

この 錯雑した 諸事 情が からみあって、 どんな 紛糾 を 

生じ たかは 誰に もよ く 想像され るで あろうと 思う。 社 

会 主義 リアリズムの 問題 は そのもの として、 治安 維持 



治 的 偏向と いう 主題に 熱中した。 文学 理論 は、 その も 

のとして とりあげられず、 すでに 下 ゆく 水の 流れの 上 

にお かれて 論ぜられる のであった から、 論議 は 理論的 

に 進まず、 論点の 転 換 点 はいつ も 心理的な 動因に 

立って いた。 しかも、 誰 一人 (文学者であった のに！) 

その 機微に つき 入る 親切 も、 辛辣 ささえ ももた なかつ 

た。 そのよう におさなかった。 稚く、 こわばって、 ま 

じめ であった。 

この 事実 は、 日本に おける 社会主義 的 リアリズムの 

理解 を 今日に いたる まで まったく 歪めた。 この 理論 か 

ら 文学に おける 階級 性の 消滅 だけが 強調され た。 プロ 



的 に 高貴な 地下 活動 を 行 つ たかは、 今日 私たちが 少し 

ずつ 学び はじめて いる。 同じ その 時期、 日本での 人民 

戦線の 提起が、 どんなに その 枢軸た る 社会性. 政治 性 

を 抜き去つ たものと して 行われた か。 階級 性ぬ きの も 

のとしょう として ついに 能動 精神と いう モット ー にお 

ち、 もう 一段の 悪 情勢で、 日本の 文学が ほとんど まつ 

たく 侵略戦争の 口 — ラ— に ひし がれた という こと を、 

悲傷 を もって 経験して いる。 プロレタリア 文学の 運動 

が はじまつ たころ、 文学の 純粋 性 を 固守し 「花園 を 荒 

す もの は 誰ぞ」 と 書いた 中 村 武羅夫 や、 文学の 芸術 性 

は 独自の もの だと 社会性と きりはなして 主張した 菊 池 



点に している。 あらゆる 巿 民が 半 封建的な ものからの 

離脱 を 努力して いると き、 文学 も ブル ジョァ 民主主義 

的 立場からの 面 を もたない わけに は ゆかない。 人間性 

の 確保、 個性の 確立 は、 ここに 根 をお いて 文学の 上に 

主張され うる。 けれども、 後進の 日本 は、 民法の ブル 

ジョァ 民法と しての 改訂 さえ やっと 一 九 四 六 年に 行う 

状態で ある。 福 沢 諭吉が 提案した 明治 年代の 日本に お 

ける 資本主義 興隆 期に は それ を 行わず、 半 封建 憲法 - 

民法で 押してき た。 その 結果、 わたしたちの 日常生活 

の あらゆる 面と 感情と が、 古き ものへの たたかいと 同 

じ 刹那に、 帝国主義 末期の 現象で ある さまざまの 矛盾 



その 苦悶 を 限度と して 止らなければ ならなかった。 け 

れ ども、 今日、 その 勤 人 はお そらく 組合 を もっている 

であろう。 組合 を もとうと している かもしれ ない。 そ 

の 場合、 その 勤 人 は、 勤め先 そのものの 機械 性、 冷血 

に 苦しむ 苦し さ を、 組合と しての 要求の 中に 一部 吐露 

しうる。 苦しむ 巿民的 自分 は そこで 複雑と なり、 勤労 

者と しての われわれ という 表現 をと る。 昔の プロ レタ 

リア 文学 は、 そこで ハピ— • エンドであった。 今日、 

文学の 前進 性、 血肉 性 —— ょリ 拡大され 聰明に された 

人間への 理解 は、 そういう 型で ハピ ー. エンドになる 

ほど 現実が 簡単で あると は 認めない。 集団の 一 定 方向 



に 流れ 入る こと はしない が、 ブル ジョァ 文学の 領域に 

ありつつ 進歩 性 を もつ 作家 を、 パプ ツチ キ (同伴者) 

と 見た 考え かたで ある。 併行して 流れる ものと して 考 

えられた。 今日、 日本の 文学が、 日本の 民主主義の 現 

実と、 その 特徴に 立つ 独自の 機能 を 会得され ようとし 

ている とき、 同伴者 作家と いう ものの ありよう は 自然 

別 様になる のだろう。 並んで 流れつつ、 それ は 別な 河、 

まう +6 、v 

という 存在ではなくて、 澎湃 たる 日本の 新 民主主義 文 

学の ゆたかに ひろい 幅と、 雄大な その 延長との うちに 

とけ 入り、 包括され る はずの ものと 思う。 伸びる 芽に 

は 必ず きっさ きがある。 動く 車に 軸が ある。 歴史の 前 



進の 主軸が、 現 世紀に おいて は 勤労階級 であり、 した 

がって、 きょうの 努力 は 来るべき プロレタリア 文化- 

文学へ の 展開で ある こと を 不自然と する こと も いらな 

いので ある。 新しい 民主主義の 理解 は、 文化と 文学に 

おける いらざる セ クシ ョナ リズムから わたしたち を自 

由に する であろう。 日本の すべての 条理 ある 精神 は、 

反 民主的な あらゆる ことに ついては、 どこまでも 闘お 

うと 決心した。 反 民主的な 文学と その 作家た ちと は、 

夜 も 昼 も 強固な 敵 を もたねば なるまい。 そういう 人々 

にと つて は、 芸術 そのものが 立って 刃 向って ゆく だろ 

う。 芸術、 そして 文学 は、 そもそもの 本質が、 人生 を 
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